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研究成果の概要（和文）：高校の地理・歴史教育にかかわる教員と大学で東南アジアについての

学部教育を行う教員による研究会を定期的に開催し、学部での東南アジア教育が直面している

諸課題について、教科書の内容調査、教員へのアンケート調査、事例報告などを通じて共同研

究をおこない、その成果をシンポジウム等で報告するとともに、東南アジア史に関する基本用

語集案の作成および学部初年次を対象にした東南アジア教育のモデル・カリキュラムの構築を

行った。 
 
研究成果の概要（英文）：Regular meetings with high school geography and world history 
teachers and university lecturers in charge of teaching Southeast Asia to undergraduates 
were held to locate problems that the undergraduate education about Southeast Asia is 
facing through the survey of textbook contents, questionnaires to lectures, and case study 
reports. The results of the meetings, some of which were reported at symposia and other 
seminars, include a draft list of basic words for teaching Southeast Asian history and a 
model curriculum of Southeast Asian studies for first year undergraduates. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年、東アジア共同体の構想が今まで以上
に現実性をおびて語られ始めている。将来の
構想としての政治的・経済的な提言が出され
るにとどまらず、歴史的・社会的事象として
の東アジア共同体への学問的な関心も高ま
っており、その語られ方は多様になりつつあ
る。その場合、東アジアという対象には、日

本・朝鮮半島・中国などの狭義の東アジアは
もとより、タイ、ベトナム、インドネシアな
どの東南アジア、さらにインドを中心とする
南インドを含む広がりをもっているが、多く
の場合、新興成長国家である中国とインドに
議論の焦点があてられる傾向にある。 
 しかしながら、日本に住む私たちが今後、
東アジアの安定と調和のとれた繁栄を志向
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するのであれば、これらの近い将来の大国に
のみ関心を向け（その重要性はもとより否定
できないことだが）、東南アジアという中堅
国家群からなる地域への関心を失っては、東
アジアへの認識についてバランスを欠くこ
とになるであろう。なぜなら、古代・中世か
ら 20 世紀にいたるまで日本と東南アジアは
海域を介在とした隣接地域として深い関係
をもってきたし、国際的な地域連合として堅
実な成功をおさめている東南アジアは、今後
も東アジアにおいて、巨木を支える太い根っ
この役割をもつからである。したがって、東
アジアに位置する日本に住む私たちすべて
にとって、東南アジアに関する知識と理解は
今後も必須の条件と言ってよい。 
 しかるに、現在の日本の大学における教育
は現状に十分に対応しているとは言いがた
い。問題の根幹にあるのは、1) 東南アジアに
ついて関心をもつ学生の減少、2) それに対応
する東南アジアについての教育方法論の未
発達であり、この二つの要因は悪循環をおこ
している。これらの問題を解決するためには、
大学における東南アジア教育のあり方を再
検討することはもとより、高校における世界
史・地理・現代社会などの社会系科目におけ
る東南アジア教育のあり方についても再検
討する必要が求められる。 
 本研究の青山と桃木は、日本の東南アジア
研究者を結集した東南アジア学会に 2006 年
に設置された教育・社会連携担当理事として
この問題の重要性を認識してきた。とくに桃
木は、その最初のステップとして高校におけ
る東南アジア教育と大学の東南アジア研究
の交流をはかって、大阪大学 21 世紀 COE 
プログラム「インターフェイスの人文学」＜
世界システムと海域アジア交通＞班の代表
として高校教員などと連携して研究会を開
催してきた。その成果は、2008 年 6 月の東
南アジア学会第 79 回研究大会のパネル「東
南アジア地域研究と高大連携：高校で東南ア
ジアはどのように教えられているか」に結実
した。この中から、東南アジアに関する教育
をめぐって、専門家のいない大学と専門テー
マに特化する一部大学との差、そして、東南
アジアの位置づけに苦慮する高校と大学と
の視点のずれが明かとなった。これらの課題
の存在が本研究開始の背景である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、日本における東南アジア研究者
の最大の学術団体である東南アジア学会の
プロジェクトの一つとして推進するもので
あり、本研究の成果は学会を通じて大学の教
育現場に還元される。また、高大連携のネッ
トワークを通じて高校での教育のレベル向
上も期待される。結果として、日本における
東南アジア教育の水準の向上、ひいては日本

に住む私たち一般の知識・理解の底上げにつ
ながる。むろん、底辺の拡充・底上げは将来
の専門家養成にもつながるものである。具体
的には、以下の 2 点を目的とする。 
（1）東南アジア教育にかかわる大学教員と
地理・歴史教育にかかわる高校教員のネット
ワークを形成し、共同研究のなかで情報の交
換・共有をすすめることによって、大学と高
校の間の視点のギャップを埋める。 
（2）高校での東南アジア教育の実情をふま
えて、大学での教養教育と専門教育の 2 レベ
ルにおいて新たな教育モデルを構築する。 
 
３．研究の方法 
本研究の事業は中核的事業、基礎的事業、総
括的事業の 3点である。 
（1）中核的事業では、高大連携のネットワ
ークを形成し、共同研究会を開催する。共同
研究会では、大学の研究成果の還元と高校に
おける東南アジア教育の実状報告を主たる
テーマとし、その成果はウェブ上で公開する。 
 また、大学における教養教育レベルおよび
専門教育レベルの教育モデルの構築をおこ
なう。教養教育レベルの教育モデルについて
は、東京外国語大学において試行的に立ち上
げ、捗状況は共同研究会において報告する。
専門教育レベルの教育モデルについて、大阪
大学を中心に、社会・人文系を横断したモデ
ルのアウトラインを検討する。進捗状況は共
同研究会において報告する。 
（2）基礎的事業は、中核的事業と並行して
おこなわれる事業で、中核的事業をすすめる
にあたっての基礎的な情報インフラの構
築・運営および情報の収集などをおこなう。 
 本研究にかかわる情報の発信・共有のため
にメーリングリストとウェブサイトを立ち
上げる。初年度の独自の基礎的事業として、
日本の大学で開講されている東南アジア関
係の授業の実態についてアンケート調査を
実施する。 
（3）総括的事業は、各年度末におこなうフ
ォーラムないしシンポジウムであり、各年度
の総括をおこなう。とくに最終年度は計画全
体の総括をおこない、シンポジウムの開催等
による計画成果の社会還元をおこなう。シン
ポジウムは東南アジア学会の研究大会の一
環として行い、学会会員への成果還元をおこ
なう。 
 中核的事業である共同研究会ならびに総
括的事業であるフォーラム/シンポジウムの
開催は、研究代表者の青山、研究分担者の桃
木、中村が共同してあたる。研究会、フォー
ラム/シンポジウムには必要に応じて適当な
講師、コメンテータを外部から招き、原則と
して大学教員、高校教員を主たる対象と想定
した公開企画とする。 
 研究代表者の青山は、全体のコーディネー



 

 

トと東南アジアに関する教養教育レベルの
教育モデルの構築を担当する。 
 研究分担者の桃木は、東南アジアに関する
専門教育レベルの教育モデルの構築を担当
する。 
 研究分担者の中村は、高校社会科教育（と
くに世界史教育）の専門家の立場から共同研
究会およびフォーラム/シンポジウムの開催
にかかわる。 
 
４．研究成果 
 本研究は、高大連携のネットワークを形成
し、高大教員による共同研究を推進すること
によって、高校側に対しては、東南アジア研
究の最新の知見を提供し、フィールドの体験
を反映した、断片的でない体系的な東南アジ
アの教育を可能とし、大学に対しては、高校
での教育事情に対応したリメディアルな教
養教育レベルのモデルを構築することによ
って、高校・大学間の知識ギャップを克服し
て、高校から大学へ教育を接続する方策を提
示した。 
 具体的には、以下の 2点を成果として出す
ことができた。 
（1）初年次学部生を対象とした東南アジア
教育のモデル・カリキュラムの構築。これは、
東京外国語大学の外国語学部において東南
アジア課程教員が協力して構築した通年の
授業カリキュラムであり、東南アジア課程に
所属する初年次の学生に対して、東南アジア
の地理、歴史、社会、文化、経済、政治に関
しての基本的な知識が提供できるように設
計されている。 
（2）東南アジア世界史教育のための基礎用
語集の草案の作成。これは、学生の進度にあ
わせたレベルごとに分類された東南アジア
史に必要な基本的な用語集である。現在、検
討されている新しい「歴史基礎」科目が創設
された場合、その一部となる東南アジア史に
関して、高校での教育、入試問題の作成、大
学学部教育における基礎的な資料となるこ
とが期待される。 
 将来的には、用語集のレベルを踏まえて、
モデル・カリキュラムにふさわしい大学初年
次用の東南アジア教育のための教科書の製
作を想定している。 
 本研究によって、将来の日本に住む私たち
にとって必須である「東南アジア・リテラシ
ー」を若い世代に植え付け、高度な専門性を
そなえた教養人や専門人を育てることによ
って、これからの日本が、ありうるべき東ア
ジア共同体の真の一員として、安定と調和の
とれた繁栄のために大きく貢献することが
期待される。 
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